
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

日頃の感染症対策、手指消毒、マスクの装着等ご協力いただきありがとうございました。 

既に習慣化した感染症対策、でもここまで日常生活に定着するには大変な努力が必要でしたね。 

 

私の日常生活、新しい習慣として 2024 年クリスマスから普通のネクタイから蝶ネクタイに変更

したことがあります。やっと 1 年間継続できました、それまで普通のネクタイは学生時代からの

習慣でした。ここ 10年の温暖化までは真夏でもネクタイとジャケットは、私にとって欠かせない

アイテムでした。 

 

私は呼吸器内科を専攻していましたが、30 歳の頃、アメリカ胸部疾患学会に出席

したとき、アメリカでの在宅酸素療法の先駆者である米国コロラド大学医学部の

トーマス L. ぺティ教授の蝶ネクタイ姿を見て、その姿に憧れを抱きました。そし

て 40歳のころ、60歳すぎたら蝶ネクタイにしようと密かに準備、蝶ネクタイを

集め始めました。 

 

蝶ネクタイって日本でも海外でもなかなか売っていない、まずは揃えるのに年月が必要でした。 

蝶ネクタイは手で結ぶタイプ、首の前で蝶結び、慣れと技術が必要でした、朝の忙しい時間に蝶ネ

クタイを結んで遅刻しない自信がつくのに時間が必要、2か月くらい練習しました。 

 

あとはどうやって蝶ネクタイに変更するのか？蝶ネクタイは目立つのでかなりの勇気

が必要、やはり楽な普通のネクタイを選んでしまう。何らかのきっかけが必要でした。 

 

60歳で蝶ネクタイデビューと思っていましたが、ダラダラと時が過ぎます。2024年 61歳のク

リスマス、この時期から年に 3 回一緒に演奏している、はとこ夫婦の結婚式をきっかけに蝶ネク

タイに移行、やっと 1年間継続できました。 

 

ウエストでの勤務があればこそ新しい習慣、蝶ネクタイに挑むことが出来ました。

勤務を続けられたのは、介護という新しい分野でのやりがい、職員や利用者から

の温かい支援があっての事と感謝しています。 

 

新たなる次の時代へ、今年もウエストケアセンターをよろしくお願いいたします。  

 施設長 廿楽 裕 
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今月は施設行事として、クリスマス会を行いました。 

各フロアの職員がサンタクロースやトナカイの衣装

に着替え、利用者様へプレゼントをお渡しさせて頂

きました。 

 

今年の入所フロアのクリスマスのプレゼントは靴下、

デイケアはハンカチです。いつも何がいいかと頭を

悩ませ、周りの職員と意見を出し合って決めていま

す。プレゼントを受け取られ、とても喜ばれている

ご様子でしたので、とても嬉しかったです。 

美味しいおやつも召し上がり、素敵なクリ

スマス会になりました             

 

事前に廿楽先生の演奏会もありました。何

曲か演奏されておりましたが、その中でも

「きよしこの夜」がとても印象的でした。

利用者様達が一生懸命声を出し、演奏に合

わせて歌っていらっしゃいました。 

 

また来年も素敵な行事を計画し利用者様

に楽しんでもらえるように頑張っていき

たいと思います。介護福祉士 水越 博子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリスマスといえばサンタクロース・クリ

スマスツリー・クリスマスリース・プレゼ

ント・クリスマスケーキなど思い浮かべま

すね。そこで 12 月の作品作りはツリーに

色画用紙などをつかい、サンタクロースと

リースを折り紙で作りました。 

ツリーに毛糸を巻きつける作業が上手く出

来ない方もいらっしゃいましたが、何とかクリスマスに間に合いました。介護福祉士 髙野 久子 

クリスマス・演奏会 

1 月の行事 

・1 月上旬の 1 週間 手作り初詣 

・1 月 12 日（月） ピアノ演奏（スケッター来所）  ４階フロア 

・1 月 17 日（土） ギター演奏（スケッター来所）  デイケア 



 

 

 

デイケアのリハビリの一環として、パウンドケーキ作りを行いました。その時のご報告です。 

 



入所フロアの作業療法の一環として、利用者さんと一緒にほ

っこり温まる「けんちん汁」を作りました！「家でもよく料理

してたのよ」「サトイモは欠かせないな～」と話す A氏。朝か

らちょっとわくわくした様子でスタートしました。 

 

「大匙 2はこれくらいね」「野菜はこれくらいの大きさでいい

かな？」と会話もしつつ、手際よく工程が進んでいきます。具

材を煮込んでいる際のふわっと広がる出汁の香りに、A 氏か

らも思わず笑顔がこぼれました。 

完成したけんちん汁は、具材ゴロゴロでボリュームたっぷり！A氏いわく「けんちん汁はお肉が入

らないのに、野菜だけでこれだけのうまみが出るの」と、ちょっとしたこだわりポイントも教えて

くれました。「やっぱりけんちん汁は美味しいね」と満足げな表情が印象的でした。 

今回は「切る・持つ・火の管理・立っ

て作業を続ける」という 4つのステ

ップを大切にしながらの調理訓練。

どの工程も安全に、そして楽しそう

に取り組まれていて、とても素敵な

時間になりました。 

作業療法士 中村 亜衣奈 

12 月 26 日、上川東部町会の歳末パトロールにウエストケアセンターも参加させて頂きました。

きちんと防寒をし、場所の分担が発表されたらパトロール開始です。腕章、蛍光ベストを着用し安

全第一で出動しました。各 30分ほどのコースを、職員の子供たちも参加。拍子木を叩

きながら声をそろえ「火の用心！」と言いながら歩きました。 

 

火の取り扱いが一層重要な季節と同時に、他方で感染症の流行も

拡大しています。手洗いうがい・正しいマスクの着用など基本を大切に、

体調管理をしながら、職員として地域への貢献もしていきたいと思います。     

看護師 高橋 勇太 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 寒い日が続いています。皆様、新年はどのようにお迎えになりましたか？ 

今年は午年です。目標、抱負などに向けて、午年だけに、飛躍する年になると良いですね。 

今年もどうぞ、宜しくお願いいたします。                   ウエストケアセンター広報委員会一同 
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